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《
水
管
理
の
状
況
》

○
用
水

　

沢
海
・
竹
尾
揚
水
機
は

４
月
20
日
、
舞
潟
揚
水
機

は
４
月
25
日
、
両
川
揚
水

機
は
４
月
26
日
か
ら
本
用

水
を
開
始
し
、
６
月
末
か

ら
８
月
末
ま
で
の
間
、
中

干
し
期
や
４
日
運
転
３
日

停
止
の
間
断
運
転
期
間
を

設
け
な
が
ら
、
９
月
５
日

に
終
了
し
た
。

　

か
ん
が
い
期
間
中
（
４

月
～
８
月
）
の
降
雨
量
は
、

平
年
（
過
去
５
カ
年
）
に

比
べ
14
％
少
な
く
、
気
温

も
０
・
５
℃
高
か
っ
た
た

め
、
郷
内
全
14
揚
水
機
場

の
合
計
運
転
時
間
及
び
電

力
量
は
、
平
年
比
で
そ
れ

ぞ
れ
17
％
と
24
％
の
増
と

な
っ
た
。

　

ま
た
局
所
的
な
用
水
不

足
に
対
応
す
る
た
め
の
臨

時
ポ
ン
プ
数
は
、
48
カ
所

で
あ
っ
た
。

○
排
水

　

平
成
22
年
度
の
降
水
量

は
、
か
ん
が
い
期
間
中
、

小
雨
で
あ
っ
た
も
の
の
、

年
間
で
は
１
９
０
４
㎜
と

平
年
に
比
べ
１
０
３
㎜
多

く
、
各
排
水
機
場
の
運
転

は
、
本
所
排
水
機
で
８
日

間
、
蔵
岡
排
水
機
で
７
日

間
、
二
本
木
排
水
機
で
12

日
間
で
あ
っ
た
。

　

３
排
水
機
場
の
運
転
日

数
は
前
年
よ
り
19
日
間
多

く
、
運
転
時
間
も
１
０
６

時
間
で
前
年
の
44
時
間
を

大
幅
に
上
回
っ
た
。

《
事
業
の
実
施
状
況
》

○
団
体
営
事
業

①
国
営
造
成
施
設
管
理
体

制
整
備
促
進
事
業
（
管

理
体
制
整
備
型
）

大
石
排
水
路
の
切
梁
を

追
加
設
置
し
、
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
っ
た
ほ

か
、
地
元
組
織
と
水
路

溝
畔
の
管
理
協
定
を
結

び
、
施
設
の
管
理
体
制

強
化
を
図
っ
た
。

②
地
域
農
業
水
利
施
設
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

今
後
40
年
の
ラ
イ
フ
サ

61
件
、
３
９
７
３
３
千

円
の
維
持
修
繕
工
事
を

実
施
。
ま
た
、
除
草
剤

を
使
わ
な
い
溝
畔
管
理

と
し
て
延
べ
１
８
９
８

人
で
機
械
除
草
を
実
施

し
た
ほ
か
、
新
潟
市
エ

コ
水
路
促
進
事
業
の
補

助
を
受
け
て
、
グ
ラ
ン

ド
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
の

植
栽
と
草
刈
り
機
械
の

購
入
を
行
っ
た
。
そ
の

ほ
か
、
除
塵
機
や
オ
イ

ル
フ
ェ
ン
ス
に
溜
ま
る

ゴ
ミ
の
処
理
を
定
期
的

に
実
施
し
た
。

②
各
区
路
線

１
２
６
件
、
４
４
３
７
７

千
円
の
維
持
修
繕
工
事

を
実
施
し
た
ほ
か
、
新

潟
市
単
独
補
助
の
新
潟

市
農
業
土
木
支
援
事
業

で
用
排
水
路
の
維
持
修

繕
工
事
や
塩
ビ
管
な
ど

の
資
材
購
入
を
行
っ
た
。

○
受
託
事
業

①
親
松
排
水
機
場
運
転
操

作
管
理
（
新
潟
県
）

②
鳥
屋
野
潟
・
栗
ノ
木
川

浄
化
対
策
（
新
潟
県
）

③
本
所
・
蔵
岡
排
水
機
場

運
転
管
理
（
新
潟
市
）

④
管
理
体
制
整
備
促
進
推

進
活
動
（
新
潟
県
）

《
県
営
事
業
及
び
そ
の
他

事
業
の
状
況
》

○
県
営
事
業

①
地
盤
沈
下
対
策
事
業

新
潟
南
部
５
・
７
・
８
期

地
区
に
よ
り
引
き
続
き

沢
海
揚
水
機
場
、
阿
賀

幹
線
用
水
路
、亀
田
（
上

流
部
）
排
水
路
の
整
備

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
本

年
度
よ
り
袋
津
（
上
流

部
）
排
水
路
の
整
備
に

着
手
し
た
。

新
潟
南
部
７
期
地
区
は
、

平
成
22
年
度
で
完
了
。

②
流
域
水
質
保
全
機
能
増

進
事
業

亀
田
郷
地
区
は
、
清
五

郎
排
水
路
（
下
流
部
）

の
付
帯
工
を
実
施
し
、

平
成
22
年
度
を
も
っ
て

完
了
し
た
。

亀
田
郷
第
２
地
区
は
、

海
老
ヶ
瀬
排
水
路
の
整

備
と
大
渕
排
水
路
の
付

帯
工
を
実
施
し
た
。

○
そ
の
他
事
業

・
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
の
活
動

を
支
援
。

・
環
境
用
水
の
導
入
・

利
活
用
を
新
潟
市
と

共
同
で
実
施
。

イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
考
慮

し
て
、
修
繕
方
法
を
決

定
し
た
荒
所
排
水
路
の

整
備
と
平
成
２
３
年
度

整
備
予
定
の
大
曲
排
水

路
の
測
量
設
計
を
実
施

し
た
。

③
地
域
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

再
生
事
業

冬
期
湛
水
田
の
実
施
に

向
け
て
生
物
・
土
壌
の

状
況
調
査
を
行
っ
た
ほ

か
、
環
境
用
水
の
新
規

ル
ー
ト
の
検
討
に
係
る

水
質
調
査
を
実
施
し
た
。

④
土
地
改
良
施
設
維
持
管

理
適
正
化
事
業

　

横
越
工
区
前
田
排
水

路
の
補
修
を
行
い
、
施

設
の
機
能
維
持
と
維
持

管
理
の
軽
減
を
図
っ
た
。

⑤
県
単
農
業
農
村
整
備
事
業

善
徳
、
長
潟
、
城
山
地

区
及
び
平
成
２
１
年
度

繰
越
分
の
下
早
通
地
区

を
実
施
し
、
小
阿
賀
連

絡
用
水
路
に
制
水
弁
を

設
置
し
た
ほ
か
、
早
通

排
水
路
・
亀
田
排
水
路

の
除
塵
機
修
繕
と
亀
田

工
区
下
早
通
支
線
用
水

路
の
改
修
を
行
っ
た
。

○
維
持
管
理
事
業

①
共
通
路
線

平成22年度　亀田郷管内土地改良事業　事業報告
H２２年度　団体営事業等の施工状況
区　分 事　業　名 地 区 名 施　　設 工事内容 事業量

本年度
事業費
（千円）

備　考

大石排水路 切梁設置工 28本 1,500
1.0式 17,200

荒所排水路 排水路工 Ｌ=415.4m 19,936
大曲排水路 測量試験 1.0式 4,064
冬期ソフト 調査・分析 1.0式 5,000
環境用水ソフト 調査・分析 1.0式 1,000

善徳 小阿賀連絡用水路 制水弁工 1.0式 30,500 H22
長潟 早通排水路 除塵機修繕工 1.0式 4,900 H22
城山 亀田排水路 除塵機修繕工 1.0式 5,100 H22

〃　　　（H21繰越） 下早通 下早通地内用水路 用水路工 Ｌ=391.3m 15,300 H22
共通工事 共通路線 施設整備・管理 1.0式 117,016 H22
各区工事 １区～９区各区路線 施設整備・管理 1.0式 44,377 H22

受 託 事 業 名 委 託 者 事 業 費 期　間
親松排水機場運転管理 新潟県 親松排水場の運転操作・保守点検・除塵

作業
63,470 ４月～３月

鳥屋野潟・栗ノ木川浄化対策 新潟県 沢海・本所・竹尾機場運転操作 16,584 ４月～３月
本所・蔵岡排水機場運転管理 新潟市 本所・蔵岡排水機場の運転管理 10,671 ４月～３月
管理体制整備推進活動 新潟県 管理体制整備の推進活動（広報・啓発等） 200 ４月～３月

H２２年度　県営事業の実施状況
区　分 事　業　名 地 区 名 施　　設 工事内容 事業量

本年度
事業費
（千円）

備　考

新潟南部５期 沢海揚水機場・袋津（上流部）排水路 付帯工・排水路工等 1.0式 366,623 H15～H23
新潟南部７期 阿賀幹線用水路・亀田（上流部）排水路 用水路工・排水路工等 1.0式 304,875 H19～H22
新潟南部８期 阿賀幹線用水路 用水路工等 1.0式 134,346 H21～H27
亀田郷 清五郎（下流部）排水路 付帯工 1.0式 8,400 H12～H22
亀田郷第２ 海老ヶ瀬排水路・大渕排水路 排水路工・付帯工等 1.0式 72,750 H20～H26

H21～H23

維持管理
事 業 の 内 容

受託

県営
流域水質保全機能増進事業

地盤沈下対策事業

Ｌ=93.9m 5,000

地域水ネットワーク再生事業 亀田郷 H20～H23
補助

県単農業農村整備事業

国営造成施設管理体制
整備促進事業（管理体制整備型） 阿賀野川左岸 H12～H26多面的経費補助

地域農業水利施設
ストックマネジメント事業 亀田郷 H20～H25

土地改良施設維持管理
適正化事業 横越 前田排水路 排水路工

平成22年度 運転開始及び運転終了状況
４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 備 考

20 22 20 17 19 5 9月5日終了
沢海揚水機

4 26 26 6 22 17 26 5 〃
両川揚水機

7 25 26 6 15 17 26 5 〃
舞潟揚水機

20 22 31 17 19 5 〃
竹尾揚水機
※１ 苗代用水 本用水 間断用水 中干し
※２ 間断用水 沢海・両川・舞潟・竹尾揚水機場 4日運転・3日停止

平成22年度 運転管理状況
運転時間 平 年 比 電 力 量 平 年 比 備 考

（ｈ） （％） （kw） （％）
揚水機場 (35,276.50) (5,790,986.00)
（14ヶ所） 41,259.50 117.0 7,179,391.00 124.0
※ （ ）は５ケ年平均

平成22年度の運転状況

機 場 名 運 転 期 間 運 転 日 数 運 転 時 間 備 考
6月27日～ （ 3日間 ） （ 21時間 ）本所排水機場 9月14日 8日間 42.5時間

6月23日～ （ 1日間 ） （ 3時間 ）蔵岡排水機場 9月14日 7日間 18時間
5月24日～ （ 4日間 ） （ 20時間30分 ）二本木排水機場 9月14日 12日間 46時間

（ 44時間30分 ）計 106時間30分
※ （ ）は平成21年度

各機場の運転状況

工　　事　　前

工　　事　　後

地域農業水利施設ストックマネジメント事業
荒所排水路


